
兵庫県立 村岡高等学校





村岡高校に常駐し、教育コーディ
ネーターとして地域の教育資源を掘
り起こし、学校や地域関係者等と協
力しながら「地域づくり」「人づく
り」の教育実践、教育支援を行う。

おもな活動内容
①学校設定科目・総合的な探究の時間等の企画及び連絡調整

（地域学入門・地域探求・ｽﾋﾟｰﾁ・村高発地域元気化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等）

②学校が地域イベントへ参画するための仕掛けづくり

（みかた残酷ﾏﾗｿﾝ・村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙｳﾙﾄﾗﾗﾝﾆﾝｸﾞ・但馬牛ゆったりｳｫｰｸ等）

③地域の若者との連携のコーディネート

（香美町若者懇話会・村岡おんがえしﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・美方青年会議所等）

④地域活性化のために小中高が連携した活動のコーディネート

教育コーディネーター（地域おこし協力隊）



教育コーディネーターは何するの？

授業の企画,連絡,調整 ☎探究活動のテーマ設定、授業内容等の相談。

授業の準備と記録 📓配布物作成、内容整理、情報共有。

授業のサポート 👌難しい概念や感覚を翻訳して伝える。レポート、添削。

プレゼン指導 ✎パワポや小論の、アドバイス面接練習。

渉外業務 📛出張、視察対応など。

広報活動 📷写真を撮って、広報に使う。

各種会議 💺高校支援連絡会、香美町地域おこし協力隊連絡会等。

町内団体への加盟
👰各種マラソン大会事務局、香美町ウォーキングネッワーク会議等。



実習授業サポート

学校案内パンフレット作成

学校紹介動画作成

オンライン授業サポート

たとえば…

地域おこし協力隊

地域おこし協力隊



(1)生徒の状況（２０２０年度）
全校生徒 1６９名 [６クラス]
1年５７名（2クラス）／2年６２名（2クラス）
3年５０名（２クラス）

(2)教職員の状況（２０２０年度）
①教職員 １７名 校長１・教頭１・教諭1４・養護教諭１

②臨時講師 ６名
③時間講師 ９名
④事務職員 5名 事務長１・事務員２・校務員２

①兵庫県北部（但馬地域）の山間部（関西随一のスキー場で

名高いハチ北スキー場の麓）、美方郡香美町にあり、１学

年は２クラスの小規模校である。非常に雪深い地域で、冬に

は運動場でスキーのクロスカントリーの授業を行っている。

②村岡高校は兵庫県の第５学区に属し、連携校方式が採用さ
れており、多くは近隣の３中学（2020年度は73%）から入学
してくる。また、急速な過疎化が進行し、年々生徒数も減少
してきている。

村岡高校
はここ！



村高祭（学校祭）での全クラス演劇

（1988年～現在）
今年度は動画配信中



部活動加入率110％（実人数加入率91％）

スキー部 兵庫県 男子３０連覇・女子１１連覇！
近畿大会 男子総合２連覇



2004年度 全日制普通科1学年3クラス
普通コース2クラス・国際文化コース1クラス

2006年度 国際文化コース募集停止
学級減（1学年2クラス）

2011年度 地域創造類型設置（特色ある学校づくり）

2013年度 学級減（1学年1クラス）

2014年度 地域アウトドアスポーツ類型に改編
2類型設置（地域創造系・地域ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系）

≪学区なし：全国募集≫

学級増（1学年2クラス）

2020年度 全日制普通科1学年２クラス
地域アウトドアスポーツ類型（地域創造系・地域ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系）

文科省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」 研究指定校

村岡高校の変遷



連携・協力・支援

ちいき大好きプロジェクト ～郷土愛を育む「村岡メソッド」の開発～

○山・川・海の豊かな自然環境
○但馬牛・マツバガニなど豊富なブランド食材
○スキー・登山など多様なアウトドアスポーツ施設

村岡高校のある香美町の魅力

村岡高校

コンソーシアム構成団体

大学

地域団体・企業香美町

同窓会

地元研究家 幼・小・中学校

●若い世代の流出による人口減少の加速化と少子高齢化の進展
●地域を支える担い手の高齢化による観光産業等の後継者問題
●雪不足など気象変化の影響によるスキー以外の魅力づくり

香美町の課題
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地域を愛し、地域課題の解決に寄与
する「人づくり」「地域づくり」
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・コミュニケーション能力
・課題発見能力
・自ら学びに向かう力
・探究活動の手法

・新たな価値を創造する能力
・自己表現能力
・議論する力

・課題解決能力
・プレゼンテーション能力
・コーディネート能力
・郷土愛

・観光施設経営者等による講義
・地域での調査実習
・地域関係者への提案

・卒業論文「私の地域活性化プラン」の
作成・発表

・スポーツに関する資格取得
・ＨＰ・インスタグラムを活用した地域
の魅力発信

・クラウドファンディングを活用した地
域活性化プランの実現

・町長と将来の町について語り合う

・地域での探究活動
・全国の地域づくりを学ぶ合宿研修
・スポーツツーリズムの企画、提案

＜研究開発の目標＞ 地域と連携、協働した実践的、体験的な取組が郷土愛を育むともに、「人づくりネットワーク」を
構築し、未来型人材を育成する「村岡メソッド」を開発する。

卒業生ネットワーク構築
による関係人口の増加

学科 1年 2年 3年 合計

普通科 ５７ ６２ ５０ 169

学科 1年 2年 3年 合計

普通科 ５７ ６２ ５０ 169

学校全体の生徒数

事業対象学科の生徒数

但馬地域が輩出した日本のペスタロッチと言われた東井義雄。彼の「村を育てる学力」の理念は、現在の教育に通じる。本プロジェクトは、生徒が地域での

学びを通して、「村(地域)を育てる学力」等を身につけるとともに、どの地域で暮らしてもふるさとを愛する、未来型人材の育成を行う。

兵庫県教育委員会 兵庫県立村岡高等学校 令和２年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）

村岡高校の目指す姿

具
体
的
取
組

【村岡メソッドのイメージ図】

香美町教育委員会

＜村高発 地域元気化プロジェクト（全校生）＞
残酷マラソン大会等の企画運営スタッフ、５グループ（地域福祉・民芸・食文化・環境・吹奏
楽団）の地域協働活動、村高フォーラム（探究活動の成果発表・パネルディスカッション）

地域の現状を理解し、地域課
題発見・解決に寄与する学び
から「新たな地域資源を創造
する」意欲を持つ生徒。

目指す生徒像



地域衰退に危機感を
もった地元の行政や
コミュニティが高校
に働きかけて一緒に
地域づくりを進めよ
うとするケース

生徒数が減少するな
かで，高校が生き残
りをかけて地域に働
きかけて一緒に地域
づくりを進めようと
するケース

島根県立
隠岐島前高等学校等

「このままでは高校や地域が存続できない」という危機意識

兵庫県立
村岡高等学校



村岡高校が取り組む具体的な地域づくり

地域アウトドアスポーツ類型の授業

村高発！地域元気化プロジェクト
（総合的な探究の時間 1単位）

【地域創造系科目】 地域学入門・地域探求Ⅰ・地域探求Ⅱ

【ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系科目】地域学入門・地域スポーツⅠ・地域スポーツⅡ

（学校設定教科：地域探求各１単位）

①民芸班・②吹奏楽団・③食文化班・④環境班・⑤地域福祉班
マラソン全国大会全校生スタッフ・村高フォーラム・総合発表会 他

高校生ふるさと協働活動

【ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系科目】 地域学入門・地域スポーツⅠ・地域スポーツⅡ



村高発
地域元気化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

[総合的な探求(学習)の時間 1単位]



村高発 地域元気化プロジェクト

■学年縦割で編成したグループ活動

■全校生が地域イベントのスタッフとして参加

■地域と協働した活動を各班で展開

■活動成果を全校生や地域へ発表



活動ｸﾞﾙｰﾌﾟ名 活 動 内 容

民芸
演舞班：踊りと太鼓の出前演舞活動。出前ﾚｯｽﾝ活動。
紙漉き班：射添紙復活プロジェクト協力

吹奏楽団
施設、病院等へ吹奏楽出前コンサート活動。近隣小学校へ
出前レッスン活動。

食文化
村岡食材研究、商品開発、地域ｲﾍﾞﾝﾄで
郷土料理提供サービス活動

環境
Ａ班：「棚田保全」
Ｂ班：「森の健康診断」 ／ 冬季：村高除雪隊

地域福祉
地域福祉班：聞き取り調査し支援策を検討・実践活動
集落調査班：集落の魅力を発信するための集落調査活動

開催月日 全 班 参 加 活 動 内 容

６月上旬 みかた残酷ﾏﾗｿﾝに学校行事（全員参加）として企画から参画2020年度中止

９月下旬 村岡ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾙﾏﾗｿﾝに学校行事（全員参加）として企画から参画2020年度中止

10月10日(土） ３年生中心に住民を招いて開催する「村高フォーラム」で活動発表

３月9日予定 ２年生中心に校内で活動発表会を開催

村高発 地域元気化プロジェクト2020



村高発地域元気化プロジェクト
（総合的な探究の時間）



～特色ある類型～

地域アウトドアスポーツ類型
地域創造系 ／ ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系





課題の設定
知ることで発生
した疑問や問題
に対する解決方
法を、調査活動
を通して探る。

地域への提言

「課題」に対する、

調査活動と提言書

の作成。

地域の自然と歴史

各分野の専門家の

視点から「郷土」

を知る。

「地域探求」って何をまなぶの？

知識ではなく、学ぶ方法を学ぶ。 (課題解決能力を培う)

地域創造系の学習のねらい



地域を知る
(地域創造系1年)

但馬の地質

村岡歴史探索

水生昆虫調査

海生生物調査

地域の専門家から地域資源と
探求の視点を学ぶ



地域を深める
(地域創造系2年)

地域を調査し、
探求テーマを設定する

【5９期生 探求テーマ】

ふるさと教育教材開発プロジェクト

「香美町ふるさとものしり博士」の聞き取り調査を行い、 「香美町ふるさとも
のしり博士」を活用したふるさと教育に関する小中学校向けの教材開発(ゲー
ム開発）を行い、より体系的にふるさとについて学びを深める一助としたい。

大学教員による講義 教材開発中 開発した教材のプレゼン



ゲーム改善ＷＳ
（香美町教育委員会・ものしり博士参加）

テストプレイ実施（小学生）

地域を創る
(地域創造系３年)

課題解決へ向けて
計画を実行し、地域へ発信する

ものしり博士カルタ アユの人生ゲーム 村づくりゲーム

【5９期生 探求テーマ】

ふるさと教育教材開発プロジェクト



コロナ禍におけるオンライン授業の試み

＠地域学入門（1年地域創造系）・・4回(5/18・25、6/3・８実施）
授業内容「授業ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ」「私のむらの自慢」発表

＠地域探求Ⅰ（2年地域創造系）・・4回(5/19・26、6/1・9実施)
授業内容「明日香村の石碑紹介」「香美町の石碑紹介」

＠地域探求Ⅱ（3年地域創造系）・・6回(4/30、5/14・22・27、6/2・10実施)
授業内容「ゲームプラン紹介」「グループ討議によるゲームの改善」

＠スピーチ（3年選択）・・・3回(5/19・28、6/2実施）
授業内容「私の夢」・「自宅までの道案内」・「私のおすすめの〇〇」発表



【2020年度 合宿研修:地域創造系2年】
2020.8.5 奈良県明日香村

オンライン研修：文化財を活用した地域づくり

奈良県明日香村における文化財を活用した地域活性・地域づくりを学び、
香美町の文化財を活用した地域づくりの方策を考える。またコロナ禍にお
ける観光のあり方・すすめ方についても討論。

【過去の訪問先】（夏季休業中に2泊3日で実施）
2012年～2015年 島根県海士町
2016年 山口県長門市俵山地区
2017年 山口県宇部市ときわミュージアム
201８年 岡山県西粟倉村
201９年 島根県太田市

明日香村会議室 村岡高校会議室 ワークショップ風景



教育講演会

高校生による「地域づくりサミットin但馬」



香美町長講演＆討論会



香美町長への
「地域活性化プラン」

提言(2015年～)



映像/ﾂﾘｰｲﾝｸﾞｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ合宿14-5-8.MTS


アウトドアスポーツ[ODS]系

ODS系とは？

■地域にある資源を活かしたアウトド
アスポーツの魅力を伝えられるリー
ダー育成のために、アウトドアスポー
ツイベントの運営補助や指導法を学び
関連する資格の取得を目指す。



アウトドアスポーツ[ODS]系の展開

地域学入門

冒険教育Ⅰ・Ⅱ
アウトドアスポーツインストラクターの資格取得

アウトドアスポーツの
体験とスポーツ理論を
学ぶ。
・スポーツ概論
・スポーツ指導論
・トレーニング理論
・栄養学
・鍼灸
・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ実習
・ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ体験
・野外合宿 スポーツ実践Ⅰ・Ⅱ

トレーニング理論と実践

地域スポーツⅠ

生涯スポーツ探究Ⅰ・Ⅱ
ゴルフ・スキー等の技術修得

地域スポーツⅡ
健康づくりと地域活性

スポーツ観光と地域活性

健康づくりと地域活性

スポーツ観光と地域活性



■懸垂下降

■マウンテンバイク

■ツリーイング

■スノーボード ほか

懸垂下降

ツリーイング マウンテンバイク

１年アウトドアスポーツ系
地域の自然環境を活かしたアウトドアスポーツを
専門家に指導していただく。

映像/ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ系合宿14-5-9B.MTS


■元気体操サークルの普及

■体力測定による身体機能

改善状況の分析

■ご当地体操普及活動およ

び創作活動

■高齢者の健康づくりに関

する取組

２年アウトドアスポーツ系

探求テーマ「健康づくりと地域活性」



＠オリエンテーリング体験
↓

＠コース作成
↓

＠コース設置
↓

＠体験スタッフ
・地元小学校授業
・土曜チャレンジ学習事業

２０２１年開催ワールドマスターズゲームズ関西のオリ
エンテーリング競技が香美町で実施されるためオリエン

テーリングを学び、健康増進のための普及活動を行う。

３年アウトドアスポーツ系

探求テーマ「健康づくりと地域活性」



発行物

村岡高校の地域探求活動による



香美町人物
ガイドブック
『かみ＊あう』

みかた残酷マラソン

『お・も・て・な・し』

DVD

『Re/Map香美』

2013年度 2014年度 2015年度



香美町ふるさと
『ものしり博士』

香美町集落ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ

『むらの風景』vol.1

八幡山国際彫刻公園

ガイドマップ

2016年度 2017年度 201７年度



八幡山公園
国際彫刻公園再生
プロジェクト

報告書

八幡山公園 国際彫刻

ガイドマニュアル

201８年度 201８年度 201８年度

香美町集落ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ

『むらの風景』vol.２

（総合学習と合同）



２０１９年度 2019年度

香美町集落ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ

『むらの風景』vol.３

（総合学習と合同）

村岡まち歩きゲーム

『目指せ!村岡ものしり博士』





【地域創造系】



高校生ふるさと協働活動



中学校部活動交流

あいさつ運動

地域中学と部活動合同練習を開催し、高校生が
中学生に指導するなどして交流を図っている。

地域とともに歩む村岡高校

合同芸術祭・湯舟川コンサート
吹奏楽をはじめとする文化部の発表会を開催し、
地域の方々や中学生との交流を深める芸術祭と
して実施している。

生徒会が中心となって、通学路や小学校、中学
校、高校の校門付近を「挨拶ロード」と名付けて、

毎月1回挨拶運動を行っています。



放課後子ども教室

土曜チャレンジ学習事業

村高発地域元気化プロジェクト地域福祉班が放課
後に小学校を訪問し、小学生と遊びを通して交流
する。

地域の子どもたちにとって有意義な土曜日を実
現するため香美町が行う「土曜チャレンジ学習
事業」に特別協力隊として参加している。

地域とともに歩む村岡高校

ふるさとおもしろ塾スタッフ
村岡中央公民館が小学生対象に行う「ふるさと
おもしろ塾」に高校生がスタッフとして参加し
ている。



連携先機関

地域の行政機関
●香美町役場
●香美町教育委員会
●香美町福祉協議会
●地域おこし協力隊
（教育コーディネーター）

地域の専門家
●山陰海岸ジオパーク推進員
●地元歴史研究家
●ＮＰＯ法人

●

大学等の研究機関
●鳥取大学
●兵庫県立大学
●島根大学 ●福井大学
●履正社医療ｽﾎﾟｰﾂ専門学校

村岡高校

・地域探求
・総合学習



2020高大連携（鳥取大学地域学部）

アドバイザー 科 目 テーマ

白石秀壽 氏
【地域創造コース 講師】

地域学入門
（地域創造系１年）

「マーケティングを活用した地域づくり」

ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ・ｷﾞﾝﾅﾝ 氏
【国際地域文化コース 講師】

地域探求Ⅰ
（地域創造系２年）

国際的・芸術的・文化的ｱﾌﾟﾛｰﾁ
「石碑を巡る香美の旅」

武田信吾 氏
【人間形成コース 准教授】

地域探求Ⅱ
（地域創造系３年）

香美町ものしり博士を活用した
「ふるさと教育の教材ゲームの開発」

関耕二 氏
【人間形成コース 准教授】

地域スポーツ１
（スポーツ系２年）

健康づくりと地域活性
「介護予防体操による身体機能改善」

講 師 授 業 名 内 容

石山雄貴 氏
【人間形成ｺｰｽ 講師】

総合的な探究の時間
（発表会）

助言（評価と課題・展望について）

永松大 氏
【農学部 教授】

総合的な探究の時間
（環境B班）

「森の健康診断」（人工林の調査）

筒井一伸 氏
【地域創造コース 教授】

総合的な探究の時間
（集落調査Ｇ）

「集落の魅力発見ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
（小規模集落ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸづくり）

「学校運営連携協議会」のｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ：山根俊喜 氏【鳥取大学地域学部長】

「地域創造教育サポーター」の設置 ：鳥取大学地域学部の学生に委嘱



地域の行政機関等

森の健康診断
（香美町農林水産課と）

未来ミーティング
（香美町企画課と）

香美町挨拶運動
（香美町教育委員会と）

学校運営連携協議会
（香美町・鳥取大学・同窓会・PTA・

小中学校・地域代表・高校）

高校生議会
（香美町議会・議会事務局）

町長講演会・討論会
「香美町の現状と
課題について」



但馬の植生
（地元講師）

村岡歴史探索
（地元講師）

地域の専門家

紙漉き体験
（地域おこし協力隊）

ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ実習
（とちのき村）

但馬の地質
（地元講師）

水生昆虫調査
（地元講師）



村岡高校の担う役割



●地域探求の活動で活性化に取り組んでいる人

と話をするだけで新たな発見があった。古里が
好きになった。

●地域探求で地域の多くの人に会った。地域が
若者に大変期待していることが分かった。

●私は香美町職員となって香美町の課題に正面
から向き合って活性化に貢献したい。

●地域探求で自分の考えが大きく変わった。大
学を卒業して地元に帰ってくる。そして、私の
地域活性化策（卒業論文）を実行に移したい。



発見したのは、思いを持った教員のみなさ
ま、地域おこし協力隊などを含めた地域の
方々、そして、村岡の人々の関係性のなか
で大きく成長していく生徒たちであった。

私から見れば、「地域の隠された魅力」と
いうのは、村高そのものであり、みなさん
であった。卒業生のみなさんは、どうか誇
りに思ってもらいたい。他に、こんな高校
はないのだから。私は本当に、村岡高校の
ような学校で、学んでみたかった。



●私は町の抱える課題に取り組んでいる村高

の「応援団」です。ぜひ香美町に残って町づ

くり、地域づくりにがんばってください。こ

れからも応援します。

●村岡高校の存続は、私たちの地域の存続で
もあります。 学校を失った地域が急速に求心
力を失っているのはみなさんもご存じのとお
りです。今本当に手を打たなければこどもた
ちの未来はありません。



地域社会で村岡高校が担うポジションは・・・

協働のまちづくりの拠点

村岡高等学校は、

地域の未来を創造する人づくりの拠点

村を捨てる学力

□競争型教育

□受験のための知識獲得

□地域の若者を都市へ

送りだす装置としての学校

「村を育てる学力」

「みじめな村をさえも

見捨てず、愛し、育て得るような、

主体性をもった学力」

（東井義雄(1957)『村を育てる学力』明治図書）



「地域（村）を育てる学力」とは地域住民とと
もに地域課題を実践的に解決するプロセス（地
域づくりの過程）を通して、生徒自らが地域の
魅力を探し、その魅力を活用した地域課題の解
決を考案し実践することで、よりよい未来の創
出に資する活動を展開することができる学力。

「地域（村）を育てる学力」は将来にわたって
自ら主体的に地域のポテンシャルを見いだし、
地域活性化に協働・参画する資質・能力として
具現化されるものであり、生徒が希望する多様
な進路にも対応するものである。



展望①



展望②



展望③




